
O を原点とする座標平面において，3 点 E(1; 0)，A(0; s)，B(0; t) を考える．
ただし，s; t は実数で，s < t とする．O を中心とする半径 1 の円を C とする．直線 EA
と円 C の 2 つの交点のうち，E と異なる方を P とする．また，直線 EB と円 C の 2 つ
の交点のうち，E と異なる方を Q とする．次の問いに答えよ．
(1)　 P の座標を s の式で表せ．
(2)　直線 EP と直線 OQ が垂直であるとき，t を s の式で表せ．
(3)　直線 EP と直線 OQ が垂直であり，ÎEQP = ¼

3
となるとき，s と t を求めよ．
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円 C : x2 + y2 = 1 ÝÝ1

(1)　直線 EAの方程式は

EA : y = ¡sx+ s ÝÝ2

2を1へ代入して

x2 + (¡sx+ s)2 = 1

(1 + s2)x2 ¡ 2s2x+ (s2 ¡ 1) = 0

(x¡ 1)Q(1 + s2)x¡ (s2 ¡ 1)i = 0
x Ë 1 となるのは x = s

2 ¡ 1
s2 + 1

このとき，2から y = 2s
s2 + 1

よって

P$ s2 ¡ 1
s2 + 1

;
2s
s2 + 1

<
(2)　 (1)と同様にして Q$ t2 ¡ 1

t2 + 1
; 2t
t2 + 1

<
¡!
EP Í (¡1; s)

¡!
OQ Í (t2 ¡ 1; 2t)

EP と直線 OQ が垂直である条件は ¡!
EP ¢

¡!
OQ = 0 であるから

(¡1; s) ¢ (t2 ¡ 1; 2t) = 0

¡(t2 ¡ 1) + 2st = 0

t2 ¡ 2st¡ 1 = 0

Ú t = s§
C

s2 + 1

よって s < t であるから t = s+
C

s2 + 1 ÝÝ3
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(3)　ÎEQP = ¼
3
となるとき，×EPに対する円周角の定理を用いて

ÎEOP = 2Î EQP =
2¼
3

ここで OE = OP = 1 であり，かつ s < 0 より P は第 4 象限にあるから

¡!
OP = #cos#¡ 2¼

3
;; sin#¡ 2¼

3
;; = %¡ 1

2
; ¡

B

3
2

=
3点 E;A;P は一直線上にあるから，傾きを考えて

¡s = 1
B

3

Ú s = ¡ 1
B

3
　

3から t = 1
B

3

よって s = ¡
1
B

3
; t =

1
B

3

参 s = tan ®
2
とおくと　 P(cos®，sin®)

参 ÎEQP = µ #0 < µ < ¼
2
; とすると

cosµ = 1¡ 3s
2

1 + 3s2

参 ÇEPQは正三角形である．


